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 「 
 

  

令和 1年 6月 14日（金）に、第 4回目となる「地域見守りネットワーク事業連絡会」 を開催いたしました。7事

業所の方にご参加いただき、うるま市消防本部を講師に招いて、「救急救命講習（心肺蘇生法・AED」を皆様と一緒に

学びました。また、後半には各事業所の紹介ならびに、意見交換会を行い、業務を行っている中で遭遇した体験談な

どを事例として話していただきました。 

 今後も連絡会を通して、見守りネットワーク事業の在り方や、より活動が活発になるような勉強会・意見交換会を

開催していきたいと考えています。第 5回目となる連絡会は令和 1年 11月 1日に開催を予定しています。次回は講

師の方を招いての講話を予定しており、「精神障がい者への理解や対応方法等について」お話して頂く予定となって

います。日が近づきましたら、改めて郵送にてお知らせしますので、皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

★お知らせ★ 

今回の地域見守りネットワーク連絡会でステッカー・缶バッチの配布を行いました。見守りに対する意識づけや、

協力店舗としての PRに是非、活用して頂けたらと思い作成しました。必要枚数をご連絡いただければこちらからお

届けいたします。また、すでに受け取られている事業所につきましても、不足等ある場合には必要枚数を届けいたし

ますので、皆様からのご連絡お待ちしています。 

 

 



★事例報告★ 
 

 ・業務で各家庭を訪ねたところ、平日の日中にも関わらず子どもが家に居る。学校に行っていない（不登校）の可

能性があるのではないかと気になる。 
 

 ・配食サービスを受けている利用者が、弁当が手つかずの状態で放置されているのを配達員が見かけ、担当ケアマ

ネージャーに連絡をしたところ、自宅内にて倒れて動けなくなっているところを発見し、緊急搬送された。 
 

・朝早い時間に歩いている高齢者がいたため、声をかけたところ「散歩をしているだけ」と逆に怒られてしまった。

声掛けを行う線引きが難しいと感じた。 
 

 ・勤務の形態上、時間外（土日・夜間）の対応について困ることが多い。 
 

  ・公園で昼間から長時間座り込んでいる老人がいるとの連絡を協定事業所より社会福祉議会に連絡がありました。

一度、社協で保護した後、包括支援センター・警察に繋ぎ、無事に家族を探し出すことができ、帰宅している。 

 

第 4 回 地域見守りネットワーク事業連絡会の様子 

          

         

         

 

ご参加いただきました皆様、お忙しい中ありがとうございます。 


